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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 4,940 11.0 78 51.4 113 27.4 78 32.1

22年３月期第１四半期 4,451 △28.8 51 △62.0 89 △45.8 59 △28.9

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 6 18 ―

22年３月期第１四半期 4 68 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 12,414 7,117 57.3 557 23

22年３月期 12,617 7,243 57.4 567 08

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 7,117百万円 22年３月期 7,243百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 4 25 ― 4 25 8 50

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 4 25 ― 4 25 8 50

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,750 3.7 130 △14.9 175 △15.4 105 △28.5 8 22

通期 20,000 1.8 300 △15.9 380 △16.3 230 △22.9 18 01

YAGI
ＦＡＳＦ会員マーク



 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

(※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示) 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決
算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

  

(※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項) 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4. その他（詳細は【添付資料】P.３ 「２．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

   新規  ―社 (社名)            除外  ―社 （社名)

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 15,600,000株 22年３月期 15,600,000株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 2,827,742株 22年３月期 2,827,337株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 12,772,341株 22年３月期１Ｑ 12,775,517株
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当第１四半期連結期間におけるわが国経済は、中国をはじめアジアを中心とする新興国に対する輸
出や生産の増加などを背景に緩やかな景気回復はみられるものの、設備投資の減少、雇用情勢・個人
消費の低迷、デフレ基調の継続などにより、引続き厳しい状況で推移いたしました。 
 このような環境の下、当社グループは、新商材の開発、新規商流の構築などを通じて主力得意先の
拡販、新市場の開拓を推進してまいりました。 
 これらの結果、建材資材関連分野は仕様変更や市場低迷により依然として厳しい状況にあるもの
の、情報・輸送機器関連分野、化学工業関連分野が市場の需要回復、新規拡販などにより大幅に伸長
し、売上高は49億４千万円（前年同期比11.0％増）、営業利益は７千８百万円（前年同期比51.4％
増）、経常利益は１億１千３百万円（前年同期比27.4％増）、四半期純利益は７千８百万円（前年同
期比32.1％増）となりました。 
 事業分野別の売上概況は、次のとおりであります。 
  
＜土木・建材資材関連分野＞ 
土木分野では、建築関連が依然厳しい状況で推移するなか、新規商材の拡販に努めた結果、前年

を上回りました。 
 一方、建材資材分野では、一部新規商流の拡販があったものの、什器関連部材の仕様変更や住宅
着工件数の低迷によるマンション向け収納部材の落込みが大きく大幅な減収となりました。 
 この結果、売上高は12億７千６百万円（前年同期比17.7％減）となりました。 
  

＜情報・輸送機器関連分野＞ 
情報分野では、エレクトロニクス市場の急速な回復に伴う需要の改善により半導体関連・移動体

通信機器及びＯＡ機器向け樹脂が大きく伸長し、大幅な増収となりました。 
 また、輸送機器分野では、自動車向け部品用樹脂が生産回復により好調に推移したほか、二輪車
向け電装部品も堅調で、大幅な増収となりました。 
 この結果、売上高は17億４千７百万円（前年同期比41.2％増）となりました。 
  

＜日用品関連分野＞ 
日用品分野では、製靴用樹脂の輸出回復などにより大幅な増収となりました。 

 フィルム関連分野では、工業フィルム用途向けは新規拡販により伸長したものの、包装用フィル
ムは需要の低迷で減収となりました。 
 この結果、売上高は７億４千９百万円（前年同期比5.9％増）となりました。 
  

＜化学工業関連分野＞ 
繊維関連分野では、産業資材用繊維処理剤は堅調に推移しましたが、染色整理向け薬剤は一部企

業の廃業や輸出の減少により減収となりました。 
 化学工業関連分野では、海外商材が新規拡販などにより好調に推移したほか、中国や東南アジア
向け輸出も需要回復に支えられ大幅な増収となりました。 
 この結果、売上高は11億６千４百万円（前年同期比22.3％増）となりました。 

  

①資産の部 
流動資産は前連結会計年度末に比べ、1.7％増加し、84億１千９百万円となりました。 

 これは主に、現金及び預金が２億５千８百万円、商品が９千６百万円増加し、受取手形及び売掛金
が２億２千５百万円減少したことによるものであります。 
 固定資産は前連結会計年度末に比べ、7.9％減少し、39億９千４百万円となりました。 
 これは主に、投資有価証券が５億円、減価償却等に伴い有形固定資産が６百万円減少したことによ
るものであります。 
 この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、1.6％減少し、124億１千４百万円となりました。

  
②負債の部 

流動負債は前連結会計年度末に比べ、0.6％減少し、49億３千１百万円となりました。  
 これは主に、支払手形及び買掛金が７千４百万円増加し、未払法人税等が６千３百万円、賞与引当
金が４千６百万円減少したことによるものであります。 
 固定負債は前連結会計年度末に比べ、11.6％減少し、３億６千５百万円となりました。 
 この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、1.4％減少し、52億９千６百万円となりまし
た。 
  

③純資産の部 
純資産合計は前連結会計年度末に比べ、1.7％減少し、71億１千７百万円となりました。  

 これは主に、その他有価証券評価差額金が１億５千万円減少したことによるものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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④キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、７億５千
３百万円となり前年同四半期連結会計期間に比べ４億３千８百万円減少いたしました。 
 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。  
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果、増加した資金は１億４千３百万円（前年同四半期連結会計期間は５億２千３百万

円の増加）となりました。 
 これは主に、税金等調整前四半期純利益１億４千１百万円、売上債権の減少２億２千５百万円、仕
入債務の増加７千４百万円の収入に対し、たな卸資産の増加９千６百万円、賞与引当金の減少４千６
百万円、法人税等の支払額１億２千万円の支出によるものです。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果、増加した資金は１億６千９百万円（前年同四半期連結会計期間は９千１百万円の

増加）となりました。 
 これは主に、投資有価証券の売却による収入２億７千１百万円に対し、定期預金の預入による支出
１億円、投資有価証券の取得による支出２百万円によるものであります。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果、減少した資金は５千４百万円（前年同四半期連結会計期間は５千４百万円の減

少）となりました。 
 これは主に、配当金の支払５千４百万円の支出によるものです。 

  

平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年５月13日に発表いたしました第２四半期連結
累計期間及び通期の業績予想の数値を変更しておりません。 

  

  
  

該当事項はありません。 
  

① 簡便な会計処理 
１）棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し前連結会計年度末の
実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定する方法によっております。 

  
２）固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定
する方法によっております。 
  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 
１）税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前
四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
 なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

  

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用
当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３

月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号
平成20年３月10日）を適用しております。 
 これに伴う経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 
  

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 
当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号
平成20年３月31日）を適用しております。 
 これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,423,253 1,164,498

受取手形及び売掛金 6,483,846 6,709,372

有価証券 49,935 49,875

商品 398,428 302,062

その他 67,330 56,679

貸倒引当金 △2,917 △3,086

流動資産合計 8,419,876 8,279,401

固定資産

有形固定資産 807,570 813,598

無形固定資産 47,112 49,732

投資その他の資産

投資有価証券 2,851,268 3,351,437

その他 290,216 201,034

貸倒引当金 △2,035 △77,938

投資その他の資産合計 3,139,449 3,474,533

固定資産合計 3,994,132 4,337,863

資産合計 12,414,009 12,617,265

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,746,242 4,672,130

未払法人税等 60,788 124,093

賞与引当金 14,512 61,395

役員賞与引当金 3,000 15,000

その他 107,200 88,413

流動負債合計 4,931,743 4,961,032

固定負債

退職給付引当金 1,133 1,046

役員退職慰労引当金 179,225 193,118

その他 184,778 218,942

固定負債合計 365,136 413,106

負債合計 5,296,880 5,374,138

純資産の部

株主資本

資本金 1,716,600 1,716,600

資本剰余金 1,433,596 1,433,596

利益剰余金 4,484,835 4,460,227

自己株式 △574,719 △574,633

株主資本合計 7,060,312 7,035,790

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,270 177,791

土地再評価差額金 29,545 29,545

評価・換算差額等合計 56,816 207,336

純資産合計 7,117,128 7,243,126

負債純資産合計 12,414,009 12,617,265
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 4,451,632 4,940,322

売上原価 4,063,503 4,502,546

売上総利益 388,128 437,776

販売費及び一般管理費 336,302 359,287

営業利益 51,826 78,489

営業外収益

受取利息 4,549 4,615

受取配当金 26,442 25,143

持分法による投資利益 4,762 524

仕入割引 2,066 1,167

その他 1,560 8,164

営業外収益合計 39,381 39,614

営業外費用

売上割引 1,405 1,659

その他 337 2,463

営業外費用合計 1,743 4,122

経常利益 89,464 113,981

特別利益

投資有価証券売却益 7,347 26,207

貸倒引当金戻入額 5,759 1,215

特別利益合計 13,107 27,422

特別損失

固定資産売却損 － 46

その他 － 69

特別損失合計 － 116

税金等調整前四半期純利益 102,572 141,288

法人税、住民税及び事業税 42,776 62,312

法人税等合計 42,776 62,312

少数株主損益調整前四半期純利益 － 78,975

少数株主利益 － －

四半期純利益 59,795 78,975
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 102,572 141,288

減価償却費 11,242 8,601

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,759 △76,071

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,530 △46,883

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,000 △12,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54 87

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,046 △13,893

前払年金費用の増減額（△は増加） 160 △563

受取利息及び受取配当金 △30,991 △29,759

持分法による投資損益（△は益） △4,762 △524

有形固定資産売却損益（△は益） － 46

投資有価証券売却損益（△は益） △7,347 △26,207

売上債権の増減額（△は増加） 615,943 225,526

たな卸資産の増減額（△は増加） △46,590 △96,366

その他の資産の増減額（△は増加） △4,265 63,397

仕入債務の増減額（△は減少） △62,532 74,112

その他の負債の増減額（△は減少） 30,867 35,600

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,381 △21,556

その他 3,470 △1,042

小計 557,957 223,792

利息及び配当金の受取額 31,549 40,841

法人税等の支払額 △65,709 △120,844

営業活動によるキャッシュ・フロー 523,797 143,789

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △100,000

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △3,900 －

無形固定資産の取得による支出 △50,000 －

投資有価証券の取得による支出 △2,478 △2,485

投資有価証券の売却による収入 48,438 271,710

その他 △84 223

投資活動によるキャッシュ・フロー 91,975 169,448

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △166 △85

自己株式の売却による収入 325 －

配当金の支払額 △54,415 △54,396

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,256 △54,482

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 561,516 258,755

現金及び現金同等物の期首残高 630,172 494,498

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,191,688 753,253
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当第１四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 
  

  

当第１四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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